


































































善などがおこなわれている。こう た改革 ね いは、生徒の学力向上に資す ためであり、教育の実を げるためにほかならない。
わが国の英語についていえば、漢文（中国古典）がそうであったように、書物のことばとして学ばれてきた。西洋の文明や学問を吸収するには、





































物がつくられた。それはいま 優美なすがたをとど てい 。人家もまだすくない、一面の畑のなかににわかに現れたこの洋館は、明治十九年（一八八六）公布の中学校令にもとづいた高等中学校
―
（第一〔東京〕 ・第二














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































約二週間の船旅をへて四月四日横浜に到着。インターナショナル・ホテルに投宿し しばらく横浜市内や江ノ島、鎌倉などを見学し その間東京帝大で教鞭をとるバジル・ホール・チェンバレ （一八五〇〜一九三五、イギリスの日本学者）に手紙を出し 就職斡旋 依頼した。
ハーンが日本で職を捜そうとしたのは、ハーパー・アンド・ブラザース社に安い給金で利用されているとおもい、関係を絶ってしまったからで
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京都府勧業課、大阪造幣局などに勤めた。白村は京都府立第一中学、第三高等学校をへて、明治三十四年（一九〇一）九月、東京帝大イギリス文学科に入学し、小泉八雲、夏目漱石、上田敏について学んだ。同三十七年七月、大学を卒業後、大学院に進み、夏目漱石の指導をうけ、 「詩文に現われたる恋愛の研究」をはじめたが、家庭の事情から勉 をつづけることができなくなり、 月五高の英語教員として任地熊本にむかった。
熊本にいたのは、わずか三ヵ年であり、明治四十年（一九〇七）九月、京都の第三高等学校に転任した。五高時代の教え子のなかに大内兵衛（一八八八〜一九八〇 大正・昭和期の経済学者、のち東大教授、法政大学総長）や松村武雄（一八八三〜
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28）黒板勝美「熊本時代の 氏」 （ 『帝国文学』第十巻第十一号所収）
（
29）小宮豊隆著『夏目漱石
　（上） 』 （岩波書店、昭和六十二年二月） 、二九七頁。
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37） 「厨川白村」 （ 『近代文学研究叢書
　
第二十二巻』所収、昭和女子大学近代文学研究室編、昭和三十九年十二月） 、二八四頁。
